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本 研 究 は 上 代 詩 歌 と 古 代 大 陸 移 民 （ 帰 化 人 ・ 渡 来 人 ） と の 関 係 を 調 査 し 、

そ の 関 連 性 を 明 ら か に し よ う と す る も の で あ る 。 1年 間 の 研 究 調 査 を 通 じ て

以 下 の 結 論 を 出 す に 至 っ た 。  

 

（ １ ） 記 紀 歌 謡 と 古 代 大 陸 移 民 ：  

 『 日 本 書 紀 』 の 一 部 が 古 代 大 陸 移 民 に よ っ て 書 か れ た こ と が 明 ら か に な っ

た 今 、 も は や 記 紀 歌 謡 乃 至 記 紀 の 成 立 そ の も の が 古 代 大 陸 移 民 抜 き で は 語 る

こ と が 出 来 な い 。 こ う し た 中 、 記 紀 に 基 づ く 日 本 古 代 の 歴 史 の 展 開 や 記 紀 の

構 造 に お い て 、 古 代 大 陸 移 民 に 関 係 す る 記 紀 歌 謡 が 極 め て 重 要 な 位 置 を 占 め

て い る 。 自 ら 書 き 記 す 歴 史 に お い て 、 古 代 大 陸 移 民 が 自 ら の 氏 族 の 地 位 を 高

め 、 美 化 し よ う と す る 傾 向 も 見 受 け ら れ る 。  

 

（ ２ ） 『 万 葉 集 』 と 古 代 大 陸 移 民  

 ４ 割 近 く の 万 葉 歌 人 が 古 代 大 陸 移 民 氏 族 出 自 で あ り 、 そ の 作 歌 は 個 々 が 置

か れ た 政 治 環 境 な ど と 連 動 し 、 非 常 に 豊 富 且 つ 多 彩 で あ る 。 と り わ け 、 自 ら

の 氏 族 伝 承 と 結 び 付 け 、 当 時 の 政 治 状 況 を 自 ら の 歌 に 反 映 し て い る 点 は 大 変

興 味 深 い 。 し か し 、 い く ら 外 来 的 要 素 が 取 り 入 れ ら れ て い よ う が 『 万 葉 集 』

が 「 内 」 な る 歌 集 で あ る こ と に 何 の 疑 い の 余 地 も な い 。  

 

（ ３ ） 『 懐 風 藻 』 と 古 代 大 陸 移 民  

 『 懐 風 藻 』 の 歌 人 に お い て も 、 『 万 葉 集 』 と ほ ぼ 同 じ ぐ ら い の 割 合 で 古 代

大 陸 移 民 詩 人 が 占 め る 。 国 際 政 治 の 色 彩 が よ り 濃 厚 で あ る 漢 詩 の 世 界 に お い

て 、 移 民 氏 族 詩 人 は 彼 ら が も つ 漢 詩 漢 文 教 養 と 国 際 政 治 感 覚 の バ ラ ン ス が 相

ま っ て 、 古 代 東 ア ジ ア 国 際 交 流 の 一 端 を 担 っ て き た 。 「 二 重 の 身 分 」 を 持 っ

て い る か ら こ そ 、 東 ア ジ ア の 文 学 と 政 治 の 世 界 を 障 害 な く 往 来 す る こ と が 出

来 た の で あ ろ う 。  

 

総 じ て 言 え ば 、 古 代 大 陸 移 民 は 、 そ の 氏 族 身 分 の 特 異 性 を 活 用 し 、 東 ア ジ

ア 国 際 政 治 と 文 学 交 流 の 表 舞 台 に 立 ち 、 中 国 大 陸 や 朝 鮮 半 島 諸 国 と 倭 国 （ 日

本 ） の 交 流 促 進 に 大 い に 貢 献 し た の で あ る 。 そ し て 、 そ の 過 程 に お い て 、 上

代 文 学 の 形 成 に も 大 き な 影 響 を 及 ぼ し た も の と 推 測 さ れ る の で あ る 。  

 

上 述 の 研 究 結 果 は 、 上 代 詩 歌 と 古 代 大 陸 移 民 と の 関 係 論 研 究 の 入 口 に 立 っ

た ば か り の も の で あ る が 、 多 少 な り と も こ う し た 成 果 を 上 げ る こ と が 出 来 た

の は 、 偏 に 住 友 財 団 の 助 成 に よ っ て 遂 行 で き た 研 究 の 賜 物 で あ り 、 こ こ で 改

め て 感 謝 の 意 を 表 す る も の で あ る 。  
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研究成果の公表について(予定も含む） 
 
口頭発表  （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 
 
1． 『 懐 風 藻 』 と 日 本 古 代 大 陸 移 民 ・ 王 凱 ・ 國 學 院 大 學 文 学 部 特 別 講 義 ・ 201
3年 10月 10日 ・ 國 學 院 大 學 渋 谷 キ ャ ン パ ス 若 木 タ ワ ー 0502演 習 室  
 
2． 『 万 葉 集 』 と 古 代 大 陸 移 民 ・ 王 凱 ・ 國 學 院 大 學 文 学 部 講 演 会 ・ 2013年 10
月 17日 ・ 國 學 院 大 學 渋 谷 キ ャ ン パ ス 1号 館 1206教 室  
 
3． 日 本 古 代 大 陸 移 民 と 上 代 詩 歌 ・ 王 凱 ・ 南 開 大 学 夏 季 学 期 特 別 講 義 ・ 2014
年 7月 12日 ・ 南 開 大 学 外 国 語 学 院 111学 術 講 演 ホ ー ル （ 予 定 ）  
 
論文  （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 
 
1． 『 懐 風 藻 』 に お け る 移 民 氏 族 詩 人 考 ・ 王 凱 ・ 『 東 亜 文 学 与 文 化 交 流 論 集
』 ・ 2014年 10月 頃 （ 予 定 ）  
 
2． 「 瑞 雪 兆 豊 年 」 在 日 起 源 流 転 考 ・ 王 凱 ・ 『 古 代 文 明 』 ・ 2014年 10月 頃 （
予 定 ）  
 
書籍  （題名・著者名・出版社・発行時期等） 
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